

















『教育思想』第 42 号の拙稿2にて、S.R.ランガナタン3（Shiyali Ramamrita 















                                                                  
1 本稿は、平成 26 年 9 月 6 日に開催された第 47 回東北教育哲学教育史学会における
発表「S.R.ランガナタン『余暇のための教育（Education for Leisure）』に見られる教
育の概念とインド的人間形成思想について」を土台にして論文化したものである。 
2 拙著「S.R.ランガナタン"New Education and School Library"に見られる教育の概念と学
校図書館観」『教育思想』42 号, 2015, pp.19-48. 
3 S.R.ランガナタン（Shiyali Ramamrita Ranganathan,1892-1972） 
インド・マドラス州（現タミルナドゥ州）出身の数学者・図書館学者である。1931











総論：『図書館学の五法則4』（“The Five Laws of Library Science”, 2nd. ed. 1951.） 
教育関連：『新教育と学校図書館』（“New Education and School Library”, 2nd. ed. 
1961.） 
インドの神々に対する言及：『レファレンスサービス』（“Reference Service”, 2nd. 
ed. 1961.） 
 
2.2. 『余暇のための教育（Education for Leisure）』について 
本書の初版は 1945 年に刊行され、改版が第 2 版 1949 年、第 3 版 1954 年5、
第 4 版 1961 年と続いている。本稿は最後の版であり、日本国内の大学図書館




ドブックを初版としている。その後、再刊の要望に答えて第 2 版と第 3 版が
インド成人教育協会（Indian Adult Education Association）から刊行され、第 4
版は Asia Publishing House から刊行された。 
内容はランガナタンが、1944 年 9 月にマドラス女性防空団（Women’s Air 




                                                                  
4 第一法則：Books are for use（本は利用するためのものである。） 
第二法則：Every reader his [or her] book（いずれの人にもすべて、その人の本を。） 
第三法則：Every book its reader（いずれの本にもすべて、その読者を。） 
第四法則：Save the time of the reader（読者の時間を節約せよ。） 
第五法則：Library is a growing organism（図書館は成長する有機体である。） 








2.3. 『余暇のための教育（Education for Leisure）』の内容について 
本書の概要は次の通りである6。 
【内容】Part A 序文 
	 	 	 	 Part B 社会事業（Social Service） 
	 	 	 	 Part C 余暇（Leisure） 
	 	 	 	 Part D 教育（Education） 
	 	 	 	 Part E 成人教育（Adult Education） 
	 	 	 	 Part F 図書 
	 	 	 	 Part G 識字（Literacy） 
	 	 	 	 Part H カリキュラム 
	 	 	 	 Part J 方法 
	 	 	 	 Part K 講座例 
	 	 	 	 Part L セミナーの技術 
	 	 	 	 Part M 実際の例（ソビエト連邦の事例） 
	 	 	 	 Part N 政府の役割 
	 	 	 	 Part P 結語 
	 	 	 	 Part Q 参考文献 
 








                                                                  




































                                                                  
7 S.R. Ranganathan. Education for leisure, 4th ed. (Ranganathan series in library science, 8). 
Asia Publishing House, 1961. 179 p., p.19. 
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2.3.9. Part J 方法 
成人教育の現場で取られる手法について「徒弟型」「研究室型」「工作室型」
「講義型」「ディスカッション型」「フォーラム型」「図書館活用型」「プロジ
ェクト型」の 8 つの手段が紹介される。 
 
















2.3.12. Part M 実際の例 
非識字者問題を急激に解消させたソビエト連邦の事例が、成人教育の取り
組みの先進事例として紹介される。ソビエト連邦では、ロシア革命以前の
1897 年には識字者が男 33.7%、女 11.7%であったのに対し、1926 年には男




































                                                                  
8 Ibid. p.12. 
9 Ibid. p.30. 





























                                                                  
11 Ibid. pp.32-35. 
12 C.V.ラマン（Chandrasekhara Venkata Raman, 1888-1970） 
インドの物理学者。光のラマン効果を発見した。1930 年にアジアで最初のノーベル
物理学賞を受賞した。 
13 S.ラマヌジャン（Srinivasa Ramanujan, 1887-1920） 
インドの数学者。鬼才としてケンブリッジ大学に招かれるが、夭逝した。 




























                                                                  
15 Ibid. p.19. 
16 Ibid. p.14. 
17 Ibid. pp.14-15. 
18 Ibid. pp.82-83. 
19 Ibid. pp.54-57. 
20 E.L.ソーンダイク（Edward Lee Thorndike, 1874-1949） 
米国の心理学者。動物の学習実験により効果の法則、練習の法則などを主張。のち、
教育測定、語彙（ごい）研究などに業績を残した。著「教育心理学」など。 



































                                                                  
21 S.R. Ranganathan. Education for leisure, p.11. 


































                                                                  
23 Ibid. p.28. 
24 Ibid. p.11. 

























                                                                  
26 Ibid. p.52. 
27 現代の日本で図書館システムと言えば、電算機上の図書館業務システムを指す。し






Joan M. Reitz, Online Dictionary for Library and Information Science [online]. http://www. 
abc-clio.com/ODLIS/odlis_L.aspx#librarysystem,（参照：2014-01-28） 
28 S.R. Ranganathan. Education for leisure, p.11. 

































                                                                  
30 Ibid. pp.92-93. 
31 Murari Lal Nagar, Maharaja of Baroda : the prime promoter of public libraries, Inter- 
national Library Center Columbia, 1992, 77 leaves, [11 p.]. 
32 拙稿「インドの図書館運動史：二人の父-サヤジラオ 3 世と S.R.ランガナタン-」『図
































                                                                  
33 G.バークベック（Georg Birkbeck, 1776-1841） 
イギリスの教育家。職人の仕事の質が低く、ミスも多発することから、職人のため
の学校を 1800 年に設立し、機械工講習所運動（mechanic’s institute movement）に尽
力した。S.R. Ranganathan. Education for leisure, pp.54-55. 




























5.3.2. セミナーの 6 手順 




                                                                  
35 Ibid. p.130. 
36 Ibid. pp.135-150. 
37 Ibid. p.126. 
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（4） 第 1 回全体会：課題を、根本的な諸要素に分ける。 
（5） 班別活動：分けた課題を小グループで取り組む。 

































































そしてここでは、マイトレイ （ーMaitreyi）、スレスワラ （ーMrs Sureswara）、
                                                                  






6.1.2. オーロビンド・ゴーシュ『聖なる母（The Mother）』40 
本作にはベンガル州出身の反英独立運動家、ヒンドゥー教的思想家である



















                                                                  
39 Ibid. pp.166-168. 
40 Sri Aurobindo Ghose, The Mother, 1928. 
邦訳	 ［シュリーオロビンド著］; 金谷熊雄訳『聖なる母』オーロビンドソサイエテ
イ, 1962.8. 





参照『日本大百科全書（ニッポニカ）』（JapanKnowledge Lib 所収） 
http://japanknowledge.com/lib/display/?lid=1001000042314, （参照：2015-11-17）. 


















（1） 学ぶこと（Adhiti: lerning） 
（2） 理解すること（Bodha: understanding） 
（3） 実践すること（Acharana: practice） 













                                                                  
43 S.R. Ranganathan, Reference service, 2nd. ed., Asia Publishing House, c1961, pp.182-184. 






























                                                                  
45 Ibid. p.131. リグ・ヴェーダの典拠は、Rig Veda ; mandala 10 ; anuvaka12 ; sukta 191 
Mantras 2-4 ; (astaka 1 ; varga 49 ; mantras 2-4).(=F Max Muller’s ed 2 ; 1822 ; V4 ; 514-5).
とある。 
46 Ibid. p.150. タイティリヤ・ウパニシャッド、2 章 1 節からとある。 

































































                                                                  
48 拙著「S.R.ランガナタン"New Education and School Library"に見られる教育の概念と
学校図書館観」『教育思想』42 号, 2015, p.45. 
49	 文部科学省「学修環境充実のための学術情報基盤の整備について（審議まとめ）【概
要】」	 
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/031/houkoku/__icsFiles/afieldfile/20
13/08/21/1338888_1.pdf, （参照:2015-11-23）. 
50 文部科学省「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）」 
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1353440.htm,（参照 :2015- 
11-23） 
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或いは本を借り出すところ、という認識で運営され、公民館・市民センター
は、市民のグループ活動を施設の提供で支援すること、そして講座を開き、
学びを促進すること、と役割が住み分けられている。	 
ランガナタンが考える教育のあり方から鑑みると、この分断は解消を目指
すべきものとなる。そして一層の連携を進め、統合されねばならないと考え
る。つまり資料からグループで学ぶ場まで一か所に集まるラーニングコモン
ズ的な施設が、自治体の図書館や市民センターにも置かれる必要があるので
ある。実現すれば、その施設はその地域の教育の中心となり、より重要な役
割と地位を入手すると考える。	 
	 
8.3. 図書館情報学的意義 
本書で示されるランガナタンの思想は、人間形成の本質に立ち戻って図書
館を検討することから、図書館情報学的には独特なものと考える。通常、図
書館情報学は、西洋的な学問体系の上に成り立つ社会科学（情報学は工学）
の一種である。一方ランガナタンの思想は、インド古典やヒンドゥー思想に
示される人間形成観に根ざしたものである。それらを背景にしているランガ
ナタンの図書館思想も独特なものである。	 
この図書館観は、欧米で発展してきた図書館情報学とは別のアプローチを
導く可能性を持っているのではないであろうか。特に昨近における教育のア
クティブラーニング化の文脈で、図書館の教育的見地による再解釈が行われ
る中、有益な視点を示すと考える。特にランガナタンの主張するヴェーダや
ウパニシャッドの教育観は、現代のグループ学習といったアクティブラーニ
ングのスタイルと近似性があり、今後さらなる研究の余地があると考える。	 
	 
９．終わりに 
本稿は、ランガナタンの『余暇のための教育（Education for Leisure）』の解
釈と紹介、とくにランガナタン自身の教育思想の抽出と検討を課題としたた
め、本書が話題としている成人教育論を他の成人教育思想や歴史的背景と比
較検証するまで手を伸ばすことができなかった。次回以降の課題としたい。 
本稿を作成するに当たり、次の方々にお世話になりました。御礼申し上げ
ます。 
 
秋田大学	 加藤信哉様、同	 小池孝範様、図書館情報大学名誉教授・元日
本図書館協会理事長	 竹内悊様 
 
